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ラファエロ「アテナイの学堂（1510）」のアリストテレスとプラトン。 
 
歩いている二人。「歩きながらの議論」を取り囲む人々。 
 
知の風景のひとつの原型。 
 



中世修道院の回廊。思索の場とのしての動線空間。 



中世修道院の回廊＝思索・勉学の場。 
回廊という形式は紀元前の神殿や 
住宅にも見られる。 
 
ル・トロネ　モダニズムの巨匠が絶賛 
 
ボローニャ大　1088年創立。 
それまでは、修道院が最高学府。 
ミラノ大学など、その後の大学に。 
 



仏教寺院の回廊（法隆寺）。「めぐる」作法。プラダクシナー・パタ。 



ボローニャの街路における歩廊。 
 
 
移動の空間、動線空間が持つ魅力。 
 
回廊。廊下が持つ「つなぐ」空間 
としての魅力。 
 
 
歩きながらの議論。佇む会話。 
学問の原型であり、 
「開かれた」知の象徴。 
 
 
思索の場としての修道院の回廊。 
瞑想の場としての寺院の回廊。 
にぎわいの場としての都市の歩廊。 
 



１９世紀パリのパッサージュ。通り抜け空間。移動の空間がもつにぎわい。 
鉄とガラスと生まれたての資本主義が作り出した「つなぐ」空間の例。 
 



一方で、面的な「つなぐ」空間としての広場（広場での市場とカフェ） 



イノベーション？　 

従来 改善 現在 

イノベーション 



オフィスでは。 
 
トレンド： 
知的生産性 
知識創造 
 
知識創造理論の 
SECIモデル 
• 共同化(S) 
• 表出化(E) 
• 連結化(C) 
• 内面化(I) 
のサイクル 
↓ 
12の知識創造行動 
（NOPA：ニュー
オフィス推進協議
会） 
 
（出展： 
オフィスブック） 
 



SECIモデルの 
空間化の事例 
 
• 共同化(S) 
• 表出化(E) 
• 連結化(C) 
• 内面化(I) 
 
 
（出展： 
　オフィスブック） 
	




研究領域の模式図（ケネス・A・コエンバーグ） 



優れた研究成果には「施設」より「研究者」が重要。だからこそ、 

• 建築や設備の魅力が優秀な人材の確保につながる。 
• 寄附者は建物のあたえるインスピレーション／インパクトを気にする。 
• 物を共有する文化がグループ間のインタラクションを生む。 
• コーヒータイム／ティータイムなどの運営。EV、階段、廊下の重要性。 
 
 

ファミリー／トライブ／コミュニティ
（ケネス・A・コエンバーグ） 
 
研究施設に求められるのはコラボレー
ションとフレキシビリティ。 



沖縄科学技術大学院大学（OIST）（ケネス・A・コエンバーグ） 
工学＋化学＋生物学＋情報学等の分野横断的コラボレーションの先進モデル。 
世界から優秀な人材を招聘。 
 
「タテワリ」を脱する自由な文化を如何につくるか。 



MIT Building Stata（F.O.ゲーリー） 
 
認知工学＋コンピューターサイエンス 
 
パブリック（社会(学生)と研究）と 
コモンズ（研究どうし）という 
「つなぐ空間」が重視された、 
うまく機能分化された空間。 
 



保育施設 

フィットネス 

スチューデント・ストリート（パブリック） 

講義室 

講義室 講義室 

教室 教室 



コモンズ 

研究室 
研究室 



MIT Building Stata 
（F.O.ゲーリー） 
 
 
←空間のダイアグラム 
 
基本的構成要素 
 
・プライベート空間： 
（個室） 
　そこからどう引き出すか。 
 
・共同空間 
（フレキシブルな研究室） 
 
・社交空間（コモンズ） 
 
・パブリックスペース 
（スチューデント・ストリー
トほか） 
 
 
 
 



MIT メディアラボ（槇 文彦） 
 
「このデザインそのものがメディアラボの信条を物語っている・・・分野・学問・
研究の境界も無いに等しい・・・これがメディアラボの本質」（フランク・モス） 



MIT メディアラボ 
 
 
企業が求めているもの・・・ 
「消火ホースで水を飲むように、想像
力豊かなアイデアや発明に次々と触れ
られる機会」 
→イノベーションの可能性 
 
「数千ものリスキーなプロジェクト 
・・・（だからこそ）全くリスキーな
場所ではない」 
（フランク・モス） 
 
 
至る所で新しい何かが生み出される。 
プロトタイプをすぐにつくれること。 
ワークショップ（工作室）。 
 



スタンフォード　Dスクール（スコット・ドーリー「メイク・スペース」） 
 
その場に合わせて、手作りの研究空間。ブレインストーミングの重視。 
 



スタンフォード　Dスクール（スコット・ドーリー「メイク・スペース」） 
 
「環境コラボラティブ」というチームが空間づくりをサポートする。 
　（＝フルタイムスタッフ＋他のメンバー） 
プロトタイピング・ルーム。 
 



MINATEC（グルノーブル）　マイクロナノ等多分野の産業・研究・教育拠点 
IDEAs Labo.：イノベーション研究の窓口１ 



MINATEC　ショールーム：　イノベーション研究の窓口２ 



つなぐ空間の調査　 

大学でのイノベーション 
 
出会い・触発・コラボレーションがキーワード。 
 
フォーマルな交流は十分。インフォーマルな交流に着目する。 
 
大学は商店街的。独立した小さな研究グループが軒を連ねる。 
 
それらをつなぐ「廊下」などの共用空間が重要となる。 
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レンタブル？　 

























F棟：中央の広場型の共用室に直接接続している。少ない移動で多くの会話。 
ティータイムという運営上の工夫によるコミュニケーションの創出。 





B棟：共用室を一カ所に集約することによるコミュニケーションの創出。 
共用室間の境界の作り方や接続の仕方も重要。 



A棟：幅広の廊下が共用室化。家具やホワイトボードなどの要素により、廊下全体で 
コミュニケーションを創出。拠点となる講座共用室の位置が重要な意味。 













社会的関係（遠慮など）が大きく影響。運営上の工夫（ティータイムなど）
で、コミュニケーションを重視する文化をどうつくれるか。 



MIC　イノベーションを創出できるか。 





三角形の広場型コモンズ・・・＞市場のように。運営方法の工夫と文化創出を。 


